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月次運用レポート
2012年5月

○ 主として人民元建て債券に実質的な投資を行います。

○ 人民元高による為替益と債券投資による金利収益の獲得をめざします。
○ 外国投資信託の運用はフルトン・ファンド・マネジメント・カンパニー・リミテッドが行います。
○ 資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります。

○

○

○

○

○

商号等： ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第324号
　　　　　　　　

加入協会：社団法人投資信託協会

社団法人日本証券投資顧問業協会

・主として外国投資信託（フルトンRMBフィクスド・インカム・ファンド クラスＪ1）への投資を通じて、中国本土以外の市場で発行ま
たは流通している人民元建て債券に実質的な投資を行います。また、ＤＩＡＭマネーマザーファンドへの投資も行います。

一般的に金利が上昇すると債券の価格は下落します。当ファンドは、実質的に債券に投資をしますの
で、金利変動により基準価額が上下します。

当ファンドは、実質組入外貨建資産について原則として対円で為替ヘッジを行わないため為替変動
の影響を受けます。このため為替相場が当該実質組入資産の通貨に対して円高になった場合には基
準価額が下がる要因となります。

実質的に投資する債券や短期金融商品等の発行者が経営不安・倒産に陥った場合、またこうした状
況に陥ると予想される場合等には基準価額が下がる要因となります。

投資者の皆さまの投資元本は保証されているものではなく、下記の主な変動要因により、基準価額が下落し、損失を被り、投資元本
を割り込むことがあります。当ファンドの運用による損益は全て投資者の皆さまに帰属します。また、投資信託は預貯金と異なります。

なお、基準価額の変動要因は、下記に限定されるものではありません。その他の留意点など、くわしくは投資信託説明書(交付目論
見書)をご覧ください。

※ 当資料は6枚ものです。P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」を必ずご確認ください。　

商品の特色(くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください)

　信託財産の成長を図ることを目的として、積極的な運用を行います。

主なリスクと費用（くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください）

金利リスク………………

為替リスク………………

信用リスク………………

　当ファンドへの投資に伴う主な費用は購入時手数料、信託報酬などです。
　費用の詳細につきましては、当資料中の「お客様にご負担いただく費用について」および投資信託説明書（交付目論見書）をご覧
  ください。

流動性リスク……………

カントリーリスク…………

当ファンドは、実質的に市場規模が小さい債券等に投資する場合があり、そのような市場では、資産
規模や取引量が少ないため売却時に市場実勢から期待される価格で売却できなかったり、売買取引
が困難となることから、価格の値動きが大きくなることがあり、基準価額に影響をおよぼす可能性があり
ます。

当ファンドが実質的に投資を行う通貨や債券の発行者が属する国の経済状況は、先進国経済と比較
して一般的に脆弱である可能性があります。そのため、当該国のインフレ、国際収支、外貨準備高等
の悪化などが為替市場や債券市場に及ぼす影響は、先進国以上に大きいものになることが予想され
ます。さらに、政府当局による海外からの投資規制や課徴的な税制、海外への送金規制などの種々な
規制の導入や政策の変更等の要因も為替市場や債券市場に著しい影響を及ぼす可能性がありま
す。

設定・運用は
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基準日：2012年4月27日

ＤＩＡＭ人民元債券ファンド
追加型投信／海外／債券

月次運用レポート（2012年5月）

運用実績の推移

基準価額・純資産総額 分配金情報(税引前) ※直近3年分

※1 当ファンドの騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出しておりますので、実際の投資家利回りとは異なります。
※2 上記は過去の実績であり、将来の運用成果等をお約束するものではありません。

ポートフォリオ構成

※比率は純資産総額に対する割合です。

※ 当資料は6枚ものです。
※ P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。

騰落率（税引前分配金再投資）

フルトンＲＭＢフィクスド・インカム・ファンド　クラスJ1 97.7%

ＤＩＡＭマネーマザーファンド 1.6%

現金等 0.7%
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純資産総額
基準価額[分配金再投資]

基準価額[分配金再投資]は、税引前の分配金を再投資したものとして計算していますので、実際の基準価額とは異なります。
基準価額[分配金再投資]＝前日基準価額[分配金再投資]×（当日基準価額÷前日基準価額）
（※決算日の当日基準価額は税引前分配金込み）
基準価額は信託報酬控除後です。なお、信託報酬率は「お客様にご負担いただく費用について」をご覧ください。
（設定日：2011年2月25日）
上記は過去の実績であり、将来の運用成果等をお約束するものではありません。

第1期 (2011.06.15) 分配金 20 円

第2期 (2011.12.15) 分配金 60 円

累計分配金 80 円

※1 分配金は1万口当たり
※2 上記の分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証す
るものではありません。
※3 分配金額は、分配方針に基づいて委託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお
約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。

設定・運用は

基 準 価 額 10,282 円

解 約 価 額 10,231 円

純 資 産 総 額 1,616 百万円

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 設定来

(2012/03/30) (2012/01/31) (2011/10/31) (2011/04/28) (2011/02/25)

当ファンド -1.38% 7.62% 10.08% 1.63% 3.67%
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基準日：2012年4月27日

ＤＩＡＭ人民元債券ファンド
追加型投信／海外／債券

ポートフォリオ構成 組入債券格付別比率

ポートフォリオの状況

※1 組入債券の時価総額を基に計算しております。 ※1 比率は組入債券評価額に対する割合です。

組入上位5銘柄

※比率は純資産総額に対する割合です。

マーケット動向（直近3ヵ月）

※為替レートはTTM（東京外国為替市場の対顧客電信仲値）を使用しています。

※ 当資料は6枚ものです。
※ P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。

※3 BB以下には格付を取得していないものを含みます。

フルトンＲＭＢフィクスド・インカム・ファンド　クラスＪ1　の内容

月次運用レポート（2012年5月）

※フルトン・ファンド・マネジメント・カンパニー・リミテッドの現地月末データを基に作成しています。

※2 格付については、海外格付機関（S&PおよびMoody's）による下位のも
のを採用しています。また、＋・－等の符号は省略し、S&Pの表示方法に
あわせて表記しています。

※2 平均格付については、組入れた債券の格付を加重平均したものであ
り、当ファンドの信用格付ではありません。またS&Pの表示方法に合わせて
表記しています。
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＜人民元/円レート＞

債券 96.1%

預金・現金等 3.9%

平均複利利回り 3.77%

平均クーポン 3.67%

平均残存期間 3.56

修正デュレーション 2.45

平均格付 A-

組入銘柄数 75

AAA
0.8%
AA
10.3%

A
40.2%

BBB
39.3%

BB以下
9.4%

銘柄名 セクター クーポン 償還日 国名 通貨 組入比率

1 SINOTRUK HONG KONG LTD 資本財・サービス 2.950% 2012/10/29 中国 中国元 3.6%

2 VALUE SUCCESS INTERNATIO 金融 2.075% 2014/6/9 香港 中国元 3.4%

3 GLOBAL LOGISTIC PROPERTI 金融 3.375% 2016/5/11 シンガポール 中国元 3.1%

4 CATERPILLAR FINANCIAL SE 金融 1.350% 2013/7/12 アメリカ 中国元 3.0%

5 SINOCHEM OFFSHORE CAPITAL 素材 1.800% 2014/1/18 中国 中国元 3.0%

設定・運用は
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基準日：2012年4月27日

ＤＩＡＭ人民元債券ファンド
追加型投信／海外／債券

4月のマーケット動向と当ファンドの動き

今後のマーケットの見通しと運用方針

※ 当資料は6枚ものです。
※ P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。

月次運用レポート（2012年5月）

※上記のマーケット動向と当ファンドの動きは、過去の実績であり将来の運用成果等をお約束するものではありません。また、見通しと運用方針は、作成
時点のものであり、将来の市場環境の変動等により当該運用方針が変更される場合があります。

　当ファンドは 「フルトンRMBフィクスド・インカム・ファンド　クラスJ1」を主たる投資対象とします。
　 「フルトンRMBフィクスド・インカム・ファンド　クラスJ1」では、発行市場および流通市場での投資を通じ、人民元建て債券を中心とし
たポートフォリオを構築していきます。同時に、人民元の高位組入れを維持するために人民元建ての短期金融商品や預金、人民元
ヘッジ付きの米ドル建て債券などを保有します。また、ポートフォリオでの銘柄選択や残存年数の操作により、収益の向上を図りま
す。

　当ファンドの騰落率は前月末比1.38％下落しました。債券からの収益率はプラスとなったものの、為替市場が円高基調となる中で
人民元も円に対して下落したことが基準価額の下落要因となりました。
　4月は米国の経済指標が予想を下回ったことや新たにスペインの財政問題に懸念が生じたことなどから、投資家の投資態度が慎
重化しました。中国本土では、3月の新規人民元建て融資が大きく伸びた一方、2012年1-3月期の実質経済成長率は予想を下回り
ました。また、鉱工業生産は反発したものの、依然として低い水準にとどまっています。
　4月の米国債は長期債を中心に利回りが低下しました。J.P. モルガン・アジア・クレジット・インデックス （JACI）の米国債との利回り
格差は0.11％拡大し、4月末時点で3.25％となりました。HSBCオフショア人民元建て債券インデックスは月間で0.02％下落しました。
中国人民銀行は4月に米ドルに対する人民元の許容変動幅を予想通り拡大しました。この取り組みは人民元の緩やかな上昇に繋が
ると見ています。
　ロンドンでは、北大西洋におけるオフショア人民元市場の中心になるための取り組みが拡大しており、この構想には複数の主要金
融機関が参加しています。この取り組みは、香港からロンドンにオフショア人民元建てビジネスが移行する以上に、取引量の増大を
通じてオフショア人民元の活性化につながっていくものと思われます。

　当ファンドでは、引き続き債券の信用度に着目し、取引を行うことで利益を追求します。
　世界的な景気の先行き不透明感を受け、高利回り債券に対しては慎重な姿勢を維持しています。高利回り債券の保有に際しては、
財務内容が良好な発行体の選別に特に注力する方針です。
　新発債市場にも投資機会が存在すると見ており、財務内容が良好で割安な債券を吟味して投資を行います。同時に、景気減速を
織り込んで既に低下してきた金利が反転して上昇するリスクを考慮し、引き続きデュレーションを低く抑える方針です。

設定・運用は
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基準日：2012年4月27日

ＤＩＡＭ人民元債券ファンド
追加型投信／海外／債券

月次運用レポート（2012年5月）

お申込みメモ(くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください)
各販売会社が定める単位（当初元本：1口＝1円）

お申込日の翌営業日の基準価額とします。

お申込みをされた販売会社が定める所定の日までに購入代金を販売会社に支払うものとします。

各販売会社が定める単位

換金のお申込日の翌営業日の基準価額から信託財産留保額を控除した価額とします。

原則として換金のお申込日より起算して8営業日目から支払います。

原則として販売会社の毎営業日の午後3時までとします。

2021年6月15日までです。（設定日：2011年2月25日）

原則として6月15日、12月15日（休業日の場合は翌営業日）

年2回、毎決算日に収益分配方針に基づき、収益分配を行います。

※「分配金受取コース」の場合、決算日から起算して原則として5営業日までにお支払いを開始します。

※「分配金自動けいぞく投資コース」の場合、税引後、無手数料で自動的に全額が再投資されます。

課税上は株式投資信託として取り扱われます。

原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時の値上がり益および償還時の償還差益に対して課税されます。

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更となることがあります。

お客様にご負担いただく費用について(くわしくは投資信託説明書(交付目論見書)を必ずご覧ください)
以下の手数料等の合計額等については、保有期間などに応じて異なりますので、表示することができません。

詳細については、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

●購入時

購入価額に3.15％（税抜3.0％）を上限として各販売会社が定める手数料率を乗じて得た額とします。

※くわしくは販売会社にお問い合わせください。

●換金時

ありません。

●保有期間中（信託財産から間接的にご負担いただきます。）

実質的な運用管理費用（信託報酬）：信託財産の純資産総額に対して年率1.3315％（税抜1.29％)（概算）

・当ファンド：信託財産の純資産総額に対して年率0.8715％（税抜0.83％）

・投資先外国投資信託：投資先外国投資信託の純資産総額に対して年率0.46％程度

※ 当資料は6枚ものです。
※ P.6の「当資料のお取扱いについてのご注意」をご確認ください。

中国の銀行、香港の銀行、シンガポールの銀行のいずれかの休業日とその前営業日に該当する日には、購入・換金のお
申込みの受付を行いません。

信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換金請求に制限を設ける場合があります。

主要投資対象とする外国投資信託が存続しないこととなった場合は、信託契約を解約し、当該信託を終了します。
次のいずれかに該当する場合等には、受託会社と合意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了する場合があります。
①受益権の口数が10億口を下回ることとなった場合。
②受益者のために有利であると認めるとき。
③やむを得ない事情が発生したとき。

換金申込日の翌営業日の基準価額に0.5％を乗じて得た額とします。

購入・換金不可日

決算日

収益分配

換金制限

購入・換金申込受付
の中止および取消し

信託期間

繰上償還

購入単位

換金請求金額が多額な場合、解約制限の設けられている「フルトンRMBフィクスド・インカム・ファンド　クラスJ1」において解
約請求の受付の中止・取消しまたは延期が実施された場合には、換金のお申込みの受付を中止すること、すでに受け付け
た換金のお申込み・約定を取り消すことおよび換金代金の支払いを延期することがあります。
また、外国為替取引の停止・決済機能の停止・金融商品取引所等における取引の停止・非常事態（金融危機、重大な政策
変更や資産凍結等を含む規制の導入、クーデター等）による市場の閉鎖等の場合、その他やむを得ない事情がある場合に
は、購入・換金のお申込みの受付を中止すること、すでに受け付けた購入・換金のお申込み・換金の約定を取り消すことお
よび換金代金の支払いを延期することがあります。

課税関係

購入価額

購入代金

換金単位

換金価額

換金代金

申込締切時間

その他費用・手数料 組入有価証券の売買の際に発生する売買委託手数料、信託事務の諸費用、監査費用、外国での資産の保管等に要する
諸費用等が信託財産から支払われます。（その他費用・手数料については、運用状況等により変動するものであり、事前に
料率、上限額等を表示することができません。）

購入時手数料

換金手数料

信託財産留保額

運用管理費用
（信託報酬）

設定・運用は
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基準日：2012年4月27日

投資信託ご購入の注意
投資信託は、

①

   

② 購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。

③ 投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。

当資料のお取扱いについてのご注意
○ 当資料は、ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社が作成した販売用資料です。

○ お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

○

○

○ 当資料における内容は作成時点(2012年5月16日)のものであり、今後予告なく変更される場合があります。
○

販売会社(お申込み、投資信託説明書(交付目論見書)のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください)

○印は協会への加入を意味します。 2012年5月16日現在　　

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。
 また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。
＜備考欄について＞
※1　新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。
※2　備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。
※3　備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。 （原則、金融機関コード順）

※ 当資料は6枚ものです。

当ファンドは、実質的に債券等の値動きのある有価証券（外貨建資産には為替リスクもあります）に投資をしますので、市場環境、組入有価証券の発行者にかか
る信用状況等の変化により基準価額は変動します。このため、購入金額について元本保証および利回り保証のいずれもありません。

ＤＩＡＭ人民元債券ファンド
追加型投信／債券／株式

月次運用レポート（2012年5月）

当資料に記載されている運用実績は税引前分配金を再投資したものとする基準価額の変化を示したものであり、税金および手数料は計算に含まれておりませ
ん。

当資料はＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その情報の完全性、正確性について、同社が保証する
ものではありません。また、掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。

預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会社を通して購入していない
場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

◆分配金に関する留意点◆
○収益分配は、計算期間中に発生した運用収益（経費控除後の配当等収益および売買益(評価益を含みます。))を超えて行われる場合があります。したがって、分
配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。
○受益者の個別元本の状況によっては、分配金の全額または一部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。個別元本とは、追加型投資信託
を保有する受益者毎の取得元本のことで、受益者毎に異なります。
○分配金は純資産総額から支払われます。このため、分配金支払い後の純資産総額は減少することとなり、基準価額が下落する要因となります。計算期間中の運
用収益以上に分配金の支払いを行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。

設定・運用は

◆ファンドの関係法人 ◆
＜委託会社＞ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社
＜受託会社＞みずほ信託銀行株式会社
＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください

◆委託会社の照会先 ◆
   ＤＩＡＭアセットマネジメント株式会社
     コールセンター      0120-506-860
                                (受付時間：営業日の午前9時～午後5時）
     ホームページ        URL http：//www.diam.co.jp/
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備考

株式会社みずほコーポレート銀行 登録金融機関　関東財務局長（登金）第6号 ○ ○ ○

クレディ・スイス証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第66号 ○ ○ ○ ○

ＵＢＳ証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第2633号 ○ ○ ○

中銀証券株式会社 金融商品取引業者　中国財務局長（金商）第6号 ○

東洋証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第121号 ○

内藤証券株式会社 金融商品取引業者　近畿財務局長（金商）第24号 ○ ○

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○

三菱ＵＦＪメリルリンチＰＢ証券株式会社 金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第180号 ○
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